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■ 会社の概要

事業者 富士工業株式会社
代表取締役　譽田　一徳

所在地 ■ 本社・蒲原工場
〒421-3203 静岡県静岡市清水区蒲原５２０２番地
ＴＥＬ　054-385-4351
ＦＡＸ　054-385-4171
敷地面積7853.08㎡／延床面積6614.21㎡

■ 芝川工場　（適用予定：令和6年10月）
〒419-0301 静岡県富士宮市上柚野６２９番地
ＴＥＬ　0544-66-0271
ＦＡＸ　0544-66-0079
敷地面積8604㎡／延床面積2638㎡

事業内容 アルミ材、マグネ材の自動車関連部品（四輪・二輪）及び複合機
建機部品の機械加工及び表面処理
アルミダイカスト（協力会社委託）

■ 環境管理責任者の氏名及び連絡先

環境管理責任者 星　孝宣
ＴＥＬ　054-385-4351

■ 事業規模

資 本 金 ３,０００万円
従業員数 96名 2022年10月１日現在

（本社・蒲原工場96名）

■ 事業年度

毎年１０月１日～翌年９月３０日

■ レポートの対象期間及び発行日

環境経営レポートの対象期間 2022年10月１日～2023年9月30日
環境経営レポートの発行日 2023年11月 30日

■ 適用範囲

Ｐ3　実施体制による
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【蒲原工場】

芝川工場対象外（段階的認証）

■ 役割と責任及び権限 令和5年度鋳造工程廃止蒲原工場へ集約

１）経営者 ■責任と権限 当社の環境マネジメントシステムの活動に関するすべての責任と権限

■役　　　割 ①環境方針の決定

②環境管理責任者の任命

③環境マニュアルの承認

④環境マネジメントシステム実施に要する経営資源（人、専門技能及び技術、資金）

　の提供

⑤経営における課題とチャンスの明確化

⑥マネジメントレビューの実施

２）環境管理責任者 ■責任と権限 環境マネジメントシステムの推進に関する責任と権限

■役　　　割 ①環境マネジメントシステムの要求事項の確立、実施及び維持

②経営者への環境マネジメントシステムの実績（環境マネジメントシステム監査結果、

　変化している周囲の状況、継続的改善への約束）の報告

③適用法規制、その他の要求事項を特定し維持・管理

④目標及び実施計画の策定の確認

⑤内部環境監査員の任命及び内部監査の実施

⑥環境教育・訓練の企画・立案・維持

⑦環境情報の収集・入手及び提供

⑧緊急事態の取りまとめ

３）企画総務部 ■責任と権限 当社の環境管理活動の確実な実行

■役　　　割 ①目標及び実施計画の実施、監視、測定及び記録

②環境資源の維持管理に関する事項

③社内外の環境情報報告に関する事項

④物品購入先の環境教育に関する業務

⑤環境方針の掲示、広報活動に関する業務

⑥産業廃棄物業者との契約、マニフェストの発行及び保管に関する業務

⑦人事、総務、経理に関する業務

⑧主要設備機械の保守点検及び保全に関する業務
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４）技術営業部 ■責任と権限 当社の環境管理活動の確実な実行

■役　　　割 ①目標及び実施計画の実施、監視、測定及び記録

②営業活動に関する業務

③社外の環境情報に関する事項

④インフラストラクチャーの選定に関する事項

⑤新規品の試作加工に関する業務

⑥加工方法の改善及び開発に関する業務

⑦治工具の設計、製作、改善に関する業務

⑧主要機械設備の保守点検及び保全に関する業務

⑨計測器の使用と管理に関する事項

5）品質保証部 ■責任と権限 当社の環境管理活動の確実な実行

■役　　　割 ①目標及び実施計画の実施、監視、測定及び記録

②工程改善及び工程監査に関する業務

③新規受注品の初器管理に関する業務

蒲原工場

6）加工課1係 ■責任と権限 当社の環境管理活動の確実な実行

■役　　　割 ①目標及び実施計画の実施、監視、測定及び記録

②機械加工、洗浄及び圧検に関する事項

③計測器の使用と管理に関する事項

④主要機械設備の保守点検及び保全に関する業務

⑤加工品の寸法検査に関する業務

⑥製品の品質改善・工程改善業務

⑦社内外の環境情報報告に関する事項

⑧化学物質の管理に関する業務

⑨産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の分別、保管に関する業務

⑩表面処理業務

⑪排水処理に関する業務

7）加工課2・3係 ■責任と権限 当社の環境管理活動の確実な実行

■役　　　割 ①目標及び実施計画の実施、監視、測定及び記録

②機械加工、洗浄及び圧検に関する事項

③計測器の使用と管理に関する事項

④主要機械設備の保守点検及び保全に関する業務

⑤加工品の寸法検査に関する業務

⑥製品の品質改善・工程改善業務

８）加工課品質管理係 ■責任と権限 当社の環境管理活動の確実な実行

■役　　　割 ①目標及び実施計画の実施、監視、測定及び記録

②製品の受入及び出荷検査に関する事項

③三次元測定及び判定に関する事項

④主要計測器の校正と保守管理に関する業務

⑤工程改善及び工程監査に関する業務

９）管理課 管理係 ■責任と権限 当社の環境管理活動の確実な実行

発送係 ■役　　　割 ①目標及び実施計画の実施、監視、測定及び記録

②協力会社の環境教育に関する事項

③生産計画の作成及び実績管理に関する業務

④主要設備機械の保守点検及び保全に関する業務

⑤営業活動に関する事項の補佐業務

⑥製品の梱包資材発注・管理業務

⑦製品の梱包、運搬及び出荷に関する業務

⑧納入・出荷管理に関する業務

１０）ISO委員会 ■責任と権限 当社の環境管理活動の確実な実行（毎月実施）

■役　　　割 ①目標及び実施計画の作成、監視、測定及び記録

②環境マネジメントシステム運用上の問題点、環境情報の協議

③社内外の環境情報報告に関する事項

④文書管理に関する事項

⑤環境教育訓練実施計画の進捗状況の確認

⑥法的及びその他の要求事項の順守評価の確認及び制定、改訂状況の周知

⑦緊急事態対応手順のレビュー

⑧改善提案の審議及びＥＭＳに係わる連絡事項
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■ 第59期（’22.10～’23.9）の環境経営目標

＜備考＞

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、ｴﾌﾋﾞｯﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（R3年度）調整後排出係数の「0.449㎏-CO2/kWh」を使用した。

２．一般廃棄物は少量の為項目に入れていない。

3.　業務改善による省資源加工の目標値は、仕事量の減少を考慮に入れ決定された。

■ 短期・中期の環境経営目標

＜備考＞

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、ｴﾌﾋﾞｯﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（R3年度）調整後排出係数の「0.449㎏-CO2/kWh」を使用した。

２．一般廃棄物は少量の為項目に入れていない。

3.　業務改善による省資源加工の目標値は、仕事量の減少を考慮に入れ決定された。
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(運用期間：59期2022年10月～2023年9月）

施策（詳細：作業手順書参照） 責任者 実施部門 59期 60期 61期

LED化の推進
各課長 全課 → → →

ｴｱｰ漏れの改善
各課長 全課 → → →

機械稼働率の向上
各課長 全課 → → →

＃40から＃30への移行
各課長 全課 → → →

表面処理ﾗｲﾝの作業効率UP

　　（ﾎﾞｲﾗｰ効率UP)

ｶﾞｽｴｱｺﾝ温度設置の遵守
各課長 全課 → → →

③灯油の節約 ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ閉徹底
総務課責任者 全課 → → →

無駄な外出の削減

　　（品質ｸﾚｰﾑ対応）

紙のﾘｻｲｸﾙ徹底（裏紙使用）
総務課責任者 全課 → → →

古紙回収箱設置
総務課責任者 全課 → → →

FAXﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化実施
総務課責任者 全課 → → →

手袋・ｳｴｽのﾘｻｲｸﾙ徹底
各課長 全課 → → →

濃度管理の徹底
各課長 加工課 → → →

浮揚油除去改善
各課長 加工課 → → →

機械（油ﾀﾝｸ内）清掃徹底
各課長 加工課 → → →

油漏れ対策実施
各課長 加工課 → → →

①水道水の使用量削減 切削油の濃度管理徹底
各課長 加工課 → → →

井水ﾎﾟﾝﾌﾟの未使用時停止徹底
各課長 加工課 → → →

洗浄水の濃度管理徹底
各課長 加工課 → → →

含有切削油の使用禁止
総務課責任者 加工課 →

表面処理ﾗｲﾝの作業効率UP
加工課長 加工課2係 → → →

別紙業務改善実施計画書による
各課長 加工課 → → →

作業環境改善の推進 各課長 全課 → → →

安全委員による場内巡視 安全委員会 全課 → → →

地域との共成
①地域奉仕活動への積極参加奉仕活動参加への啓発活動実施

総務課責任者 全課 → → →
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②廃油量の削減
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②LPガスの節約

④ｶﾞｿﾘﾝ使用量の節約

→
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■ 環境経営目標の実績　

＜備考＞

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、ｴﾌﾋﾞｯﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（R3年度）調整後排出係数の「0.449㎏-CO2/kWh」を使用した。

２．一般廃棄物は少量の為項目に入れていない。

3.　業務改善による省資源加工の目標値は、仕事量の減少を考慮に入れ決定された。

４．科学物質使用量は使用量が多い切削油量とする。

■ 評価

目標未達。活動継続。電気エアコン増設にて使用量増　室内温度の徹底（夏場：室温２８度）

目標達成。活動継続。エアコン設備増設により灯油から電気に変更

目標未達。活動継続。 表面処理ライン稼働時間UP(仕事量増）GSエアコンの稼働時間増

目標未達。活動継続　クレーム件数及び情報増、クレーム・情報削減

目標達成。活動継続。切削油の管理徹底

目標達成。活動継続。

目標達成。活動継続。 現状使用量が多い化学物質がない為、現状維持に努める

目標未達。活動継続。 表面処理ﾗｲﾝ稼働時間UP（仕事量増）による。

目標達成。活動継続。

目標達成。活動継続。

■ 次年度の環境経営目標

環境保全（事故・火災） 件 0 ー 0

0 〇

水使用量

環境保全
の徹底

水使用量 ㎥ 15,019 -4% 14,418

2

-4%

-4%

-4%

-4%

-4%

-4%

-4%

ー

187t

1,202,670

2,399,351

L

L

㎏-CO2 1,134,901 1,100,854

2,256,900kWh

kg

2,326,701

10,220

109%

-7%

-3%

-3%

-3%

-3%

22,811

207 -3%

-3%

目標値 実績値

143%

実績
削減率

31,610

3,252

22,127

2,862 114%

106%

-7%

7

電　力 kWh

プロパンガス kg

ガソリン

1,134,901

0

2

(基準値)

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2

-100%

ー2

評　価　（　結　果　と　次　年　度　の　取　組　内　容　）

7,800

2

2

令和6年度（60期）

目標
削減率

目標値

207

評価

(R3年度)57期

○

○

（令和5年度）59期

×

地域との共生（奉仕活動参加） 回

L

201

〇

9,913

項　　目

ガソリン

灯　油

二酸化炭素排出量

産業廃棄物
（廃ﾌﾟﾗ+廃油）

電　力

プロパンガス

9,232

(基準値)

2,951

目標
削減率

 環 境 経 営 目 標 の 実 績 と そ の 評 価、
 次 年 度 の 環 境 経 営 目 標

産業廃棄物
（廃ﾌﾟﾗ+廃油）

t

L

-3%

ー

項　目

プロパン
ガス

灯　油

業務改善によ
る省資源加工

ガソリン

産業
廃棄物

電　力

2,326,701

10,220

22,811

2,951

灯　油 L

×

○

×

×

単　位

廃棄物
排出量

廃棄物
排出量

化学物質使用量（切削油）

業務改善による省資源加工 円/ｈ 4,815 ー 4,600 111%

2,233,633

9,811

21,899

2,833

199

7,4887,800

地域との共生（奉仕活動参加） 回

kg

項　　目 単　位

1,089,505

(令和3年度)
57期

7,566

5,112 ○

化学物質
使用量

地域との共生
（奉仕活動参

加）

業務改善による省資源加工 円/ｈ 4815(4600) 114% 5,500

化学物質使用量（切削油）

水使用量 ㎥ 15,019 -3% 14,568 119% 17,386 ×

環境保全（事故・火災） 件 0 ー 0 ー



(運用期間：2022年10月～2023年9月）

施策（詳細：作業手順書参照） 責任者 実施部門 評価 コメント 次年度の取組

二酸化炭素排出量削減 総務課責任者 × エアコン増設設置により電気量及びGS
エアコン使用による灯油量の増加

LED化の推進
各課長 全課 〇 メイン以外の照明LED化を進めた エアコン室温設定の徹底

ｴｱｰ漏れの改善
各課長 全課 △ 根本的漏れ対策未実施 継続実施

機械稼働率の向上
各課長 全課 〇 生産性のUP　5112円/h

（目標4600円/ｈ）
継続実施（重点項目）

＃40から＃30への移行
各課長 全課 △ 96JR/M　・　BRステアリング実施 継続実施

表面処理ﾗｲﾝの作業効率UP

　　（ﾎﾞｲﾗｰ効率UP)

ｶﾞｽｴｱｺﾝ温度設置の遵守
各課長 全課 × 工場別で温度差があり。 継続実施（重点項目）

③灯油の節約 ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ閉徹底
総務課責任者 全課 △ エアコン（電気・GS）設置により

灯油使用量が減った
継続実施

無駄な外出の削減

　　（品質ｸﾚｰﾑ対応）

紙のﾘｻｲｸﾙ徹底（裏紙使用）
総務課責任者 全課 〇 浸透している 継続実施

古紙回収箱設置
総務課責任者 全課 〇 浸透している 継続実施

FAXﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化実施
総務課責任者 全課 〇 浸透している 継続実施

手袋・ｳｴｽのﾘｻｲｸﾙ徹底
各課長 全課 〇 浸透している 継続実施

濃度管理の徹底
各課長 加工課 〇 浸透している 継続実施

浮揚油除去改善
各課長 加工課 〇 浸透している 継続実施

機械（油ﾀﾝｸ内）清掃徹底
各課長 加工課 〇 浸透している 継続実施

油漏れ対策実施
各課長 加工課 〇 浸透している 継続実施

①水道水の使用量削減 切削油の濃度管理徹底
各課長 加工課 〇 浸透している 継続実施

井水ﾎﾟﾝﾌﾟの未使用時停止徹底
各課長 加工課 × 8月連休中井戸ポンプ未停止 継続実施

洗浄水の濃度管理徹底
各課長 加工課 〇 浸透している 継続実施

含有切削油の使用禁止
総務課責任者 加工課 〇 使用中止済み 継続実施

表面処理ﾗｲﾝの作業効率UP
加工課長 加工課2係 〇 まとめ処理の実施 継続実施

別紙業務改善実施計画書による
各課長 加工課 〇 生産性のUP　5112円/h

（目標4600円/ｈ）
継続実施（重点項目）

作業環境改善の推進 各課長 全課 〇 ミストコレクターの設置 継続実施

安全委員による場内巡視 安全委員会 全課 〇 浸透している 継続実施

地域との共成
①地域奉仕活動への積極参加奉仕活動参加への啓発活動実施

総務課責任者 全課 〇 参加者の減少 継続実施

【備考】
評価判定：○（良くできた）　　△（まあまあできた）　　×（できなかった）　　－（実施が見送られた）
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継続実施

環境経営計画の取組結果とその評価、及び次年度の環境経営計画

環境目的

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

①電力消費量削減

②LPガスの節約

各課長 全課 〇 まとめ処理の実施 継続実施

④ｶﾞｿﾘﾝ使用量の節約
総務及び品証
課責任者

全課 △ ｸﾚｰﾑ4件/3件・情報6件/5件で
目標未達

業務改善活動による省資源加工の推進

環境保全の
徹底

①事故・火災の発生

産
業
廃
棄
物
排
出
量
削
減

①ゴミの削減

②廃油量の削減

水の使用量
削減

②井水の使用量削減

化学物質使
用量削減

①PRTR法物質使用削減



◆経営資源の投入◆
工場内環境対策（熱中症）

加工課2係 加工課3係
省エネルギー投資促進支援事業費補助金
省エネタイプコンプレッサーに入替

原油換算使用量

入替前 31.548ｋｌ/年

入替後 27.516ｋｌ/年

省ｴﾈﾙｷﾞｰ量 3.628kl/年

省ｴﾈﾙｷﾞｰ率　
加工課3係

◆地域との融合活動◆

2023.1.28 「小さな親切運動」参加

2023.5.28 「小さな親切運動」参加

 当 社 の 取 組 み

省エネタイプの電気ｴｱｺﾝ設置 省エネタイプの電気ｴｱｺﾝ設置

11.40%

9



(運用期間：2023年10月～2024年9月）

施策（詳細：作業手順書参照） 責任者 実施部門

エアコン設定温度の徹底
各課長 全課

ｴｱｰ漏れの改善
各課長 全課

機械稼働率の向上
各課長 全課

＃40から＃30への移行
各課長 全課

表面処理ﾗｲﾝの作業効率UP

　　（ﾎﾞｲﾗｰ効率UP)

ｶﾞｽｴｱｺﾝ温度設置の遵守
各課長 全課

③灯油の節約 ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ閉徹底
総務課責任者 全課

無駄な外出の削減

　　（品質ｸﾚｰﾑ対応）

紙のﾘｻｲｸﾙ徹底（裏紙使用）
総務課責任者 全課

古紙回収箱設置
総務課責任者 全課

FAXﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化実施
総務課責任者 全課

手袋・ｳｴｽのﾘｻｲｸﾙ徹底
各課長 全課

濃度管理の徹底
各課長 加工課

浮揚油除去改善
各課長 加工課

機械（油ﾀﾝｸ内）清掃徹底
各課長 加工課

油漏れ対策実施
各課長 加工課

①水道水の使用量削減 切削油の濃度管理徹底
各課長 加工課

井水ﾎﾟﾝﾌﾟの未使用時停止徹底
各課長 加工課

洗浄水の濃度管理徹底
各課長 加工課

含有切削油の使用禁止
総務課責任者 加工課

表面処理ﾗｲﾝの作業効率UP
加工課長 加工課2係

別紙業務改善実施計画書による
各課長 加工課

作業環境改善の推進 各課長 全課

安全委員による場内巡視 安全委員会 全課

地域との共成
①地域奉仕活動への積極参加奉仕活動参加への啓発活動実施

総務課責任者 全課

注１：「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、ｴﾌﾋﾞｯﾄ（R3）調整後排出係数の「0.449ｋｇーＣＯ２・ｋｗｈ」を使用
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次年度環境経営目標の計画

環境目的

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

（
注
1

）

①電力消費量削減

②LPガスの節約
各課長 全課

④ｶﾞｿﾘﾝ使用量の節約
総務及び品証
課責任者

全課

業務改善活動による省資源加工の推進

環境保全の
徹底

①事故・火災の発生

産
業
廃
棄
物
排
出
量
削
減

①ゴミの削減

②廃油量の削減

水の使用量
削減

②井水の使用量削減

化学物質使
用量削減

①PRTR法物質使用削減



■ 環境関連法規等の順守状況　
当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日 令和５年１０月２５日

評価者 環境管理責任者　星　孝宣

区

法

律

該当なし

該当なし

○

○

該当なし

○

該当なし

○

該当なし

○

○

○

該当なし

該当なし

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

該当なし

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

該当なし

規定数量以下

工場の新（増）設、用途変更時の届出

基準順守

消防設備関係の届出

有害物質使用特定施設の使用の廃止届

第3条第1項ただし書きに基づく確認

土地売買等による承継届出

保安規程の届出

主任技術者の任命

防火管理者

消防計画の作成

消防訓練の実施

消防設備の点検

廃棄物の減量化

掲示板の設置

掲示板・飛散、流出の防止

契約書の確認

管理票交付等状況報告

マニフェストの管理

SDS表示

発生廃棄物の適正処理

盗難防止の措置

「毒物」「劇物」及び他の表示

劇毒物取扱責任者の選任

安全衛生管理の管理者選任

安全衛生委員会

危険防止・健康障害の防止措置

適切に処理

工業用水法

PRTR法

公害防止管理者の選任

ばい煙発生施設設置届け

ばい煙の排出基準の遵守

測定及び結果の記録

特定施設の設置変更の届出

事故時の届出

家電リサイクル法

特定施設の設置・変更等の届出

規制基準の遵守

規制基準の遵守

知事への許可申請

排出量・移動量の届出

排水の汚れ状態の測定及び記録

使用開始の届出

設置・変更の届出

浄化槽の水質検査と記録

特定施設の設置・変更等の届出

規制基準の遵守

作業環境測定の結果と記録

定期自主検査の結果と記録

安全衛生教育の実施

健康診断の実施及び報告

環 境 関 連 法 規 等 の 遵 守 状 況 の 確 認 及 び
評 価 の 結 果 並 び に 違 反 、 訴 訟 等 の 有 無
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名　　称 遵守結果評価項目

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律

大気汚染防止法

水質汚濁防止法

浄化槽法

騒音規制法

振動規制法

毒物及び劇物取締法

労働安全衛生法

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

消防法

土壌汚染対策法

電気事業法

工場立地法

悪臭防止法

下水道法



条

例

そ

の

他

■ 違反、訴訟等の有無

当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませ。

12

静岡市産業廃棄物の適正な処理に関する条例 廃棄物適正処理現地確認(コーシン・APC） ○

廃棄フロンの適切処理 ○

○

○

○

○

○

法律欄参照

○

○

○

○

法律欄参照

法律欄参照

法律欄参照

法律欄参照

法律欄参照

○

○

法律欄参照

法律欄参照

法律欄参照

少量危険物貯蔵場表示

少量危険物貯蔵量指定数量未満

灯油専用タンク腐食等無き事

防火対象物の使用開始届け

火を使用する設備等の設置届け

少量危険物貯蔵届出書

トリクレンの使用廃止

廃棄物の適正処理

大気汚染防止法の遵守

水質汚濁防止法の遵守

フロン破壊防止法の遵守

点検等の記録の保存（3年）

静岡県環境基本条例

一般廃棄物の処理

騒音規制法の遵守

振動規制法の遵守

自動車等の効率的使用

リサイクル法の遵守

廃棄物処理法の遵守

水質汚濁防止法の遵守

県生活環境の保全等に関する条例

静岡市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

簡易点検の実施

静岡市火災予防条例

定期点検の実施 ○
フロン排出抑制法



令和5年１0月３0日

富士工業株式会社

代表取締役 譽田一徳

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無その他（外部への対応等）

ウエス、手袋回収業者が、雨の日駐車場にてウエス
袋から油が流出した。雨の日は、ﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞにて積み
下ろしを行う。ウエス袋を２重にする様に指示

猛暑により、クールビズの期間延長依頼あり。

スマートHRによるペーパーレス化の推進を行う。従
業員にも電子化を共有してもらう様に社長からの指
示が有り。

全　体　評　価

その他

スマートHRにより、給与明細の電子化及び
年末調整の電子化を行なう事

環境調査手順の標準化を行い、お客様からの
要請に応える。

５

６

取引先，業界，関係行政機関，その他
の外部動向

環境経営計画

その他のシステム要素

問題点の是正・予防処置の実施状況

環境に関する組織

新設エアコンの効きすぎている工場は、管理
者が温度調節をする事。無人で動いているラ
インで寒い位の温度を放置しない。
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代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

１

２

３

４

５

６

７

８

１

２

３

４

仕事量が少ない今、従業員の力量UPを早急
に行う事。

変更の
必要性

「有」の場合の指示事項等

環境管理責任者の変更（60期より）引継ぎ
を一年かけて行うように

見
直
し
関
連
情
報

見直し項目

環境方針

環境経営目標

確認項　　目

変更なし

生産性は向上したが、電気エアコン増設及びGSｴｱｺﾝ
の使用時間が増えた事により、電気・ガス量が増加
した。

各課MBOにて生産性UPを行った。また、化学物質使
用については、規制物質が含有されていた切削油の
使用禁止が出来ました。

ＥＡ２１文書

外部コミュニケーション・対応記録

芝川工場のダイカスト工程廃止による、特定設備等
の廃止届提出済み。（県．市）

環境目標及び目標達成状況

環境活動計画及び取組み実施状況

環境関連法要求一覧及び遵守状況

蒲原工場近隣住民からの苦情は有りませんでした。
芝川工場にて冷却水放流管からの水漏れ発生を近隣
住民から指摘され修繕実施

代 表 者 に よ る 全 体 の 評 価 と 見 直 し ・ 指 示

環境管理 責任者

代表者
記入

必要に応じて評
価･コメント記載


